
「数学 8」(フーリエ解析) − 81 −

< 付録 2：合成積の微分 >

補題 2変数関数 ϕ(t, u)が連続で偏微分可能であり，偏導関数 ϕt(t, u)が連続であれば
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例 P74例題の x(t) =
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e−2(t−u) − e−3(t−u)
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f(u)duが解であることを確かめる。

g(t) = e−2t − e−3tとおくと g(t)は同次微分方程式の解である。つまり

g00(t) + 5g0(t) + 6g(t) = 0

が成立する。また
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である。g(0) = 0と補題から
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となる。g0(t) = −2e−2t + 3e−3tより g0(0) = 1から
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よって
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でかつ x(0) = 0 , x0(0) = 0より x(t)が例題の解であることが確かめられた。


